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平成19年４月27日
原子力安全対策課
( １ ９ － ９ )
＜15時30分記者発表＞

大飯発電所４号機の第１１回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

大飯発電所４号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力118.0万kW）は、平成

19年５月６日から約４カ月の予定で第１１回定期検査を実施する。

定期検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン

問い合わせ先(担当：藤内)

内線2354・直通0776(20)0314
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１ 主要工事等

（添付ー１、図－１参照）(1) 原子炉容器上部ふた取替工事

大飯発電所３号機の原子炉容器上部ふた管台からの１次冷却材漏えい

事象を踏まえ、長期的な健全性維持を図るため、材質を変更するなど改

良を施した新しい上部ふたに取り替える。

旧上部ふたについては、既設のＡ蒸気発生器保管庫内に保管する。

２ 設備の保全対策

（図－２参照）(1) 原子炉容器管台溶接部等の応力腐食割れに係る点検

国内外ＰＷＲプラントでの応力腐食割れ事象を踏まえ、600系ニッケル

基合金が使用されている原子炉容器冷却材出口管台、蒸気発生器１次冷

却材出入口管台、加圧器逃がし弁管台および安全弁管台の溶接部につい

て、外観目視点検や超音波探傷検査を実施する。

（図－３参照)(2) ２次系配管の点検等

美浜発電所３号機事故を踏まえ、２次系配管 1,435 箇所について超音

波検査（肉厚測定）等を実施する。

（超音波検査 1,388箇所、内面目視点検 47箇所；今回で未点検箇所の

点検を終了）

また、過去の点検結果で減肉が確認された部位７箇所、配管取替え時

の作業性を考慮して６箇所、今後の保守作業を考慮して 55箇所、合計

68箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは低合金鋼に取り替える。

３ 燃料取替計画

燃料集合体全数 193 体のうち、73 体（うち60体は新燃料集合体で、

55,000MWd/t高燃焼度燃料）を取り替える予定である。

４ 運転再開予定

原子炉起動・臨界 ： 平成19年７月中旬

発電再開（調整運転開始） ： 平成19年７月下旬

定期検査終了（営業運転再開）： 平成19年８月中旬
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（添付－１）

大飯発電所４号機原子炉容器上部ふた取替工事の概要

１ 概要

大飯発電所４号機は、平成19年５月６日から開始する第１１回定期検査

において、原子炉容器上部ふた取替工事を実施する。

平成19年６月３日から５日に新上部ふたの原子炉格納容器内への搬入、

６月11日から14日に旧上部ふたの搬出を行い、新上部ふたは６月29日から

７月12日に原子炉容器へ据え付ける予定である。

２ 原子炉容器上部ふた取替工事の工程（予定）

取替工事の開始（原子炉容器開放開始）：平成19年５月８日

取替工事の終了（原子炉容器組立完了）：平成19年７月12日

３ 原子炉容器上部ふたの技術的改善点 （図－１参照）

新上部ふたは主要寸法等の仕様に変更はないが、管台の材料を変更し、

耐腐食性の向上を図るなどの改善が行われている。

主な改善点は以下のとおりである。

項 目 改 善 点 理 由

600系ニッケル基合金か

管台の材料 ら690系ニッケル基合金 耐腐食性向上

に変更

キャノピーシール 廃止 信頼性向上

フランジと鏡板の取合部 一体化による溶接部の 信頼性向上

廃止

管台溶接部形状変更 溶接開先形状変更 溶接残留応力低減

４ 旧原子炉容器上部ふたの保管

旧原子炉容器上部ふたは、保管容器内に収納した状態で、既設のＡ蒸気

発生器保管庫に保管する。
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５ 廃棄物の発生量

原子炉容器上部ふたの取替工事に伴い発生する放射性廃棄物は、旧上部

ふたのほか、上部ふた搬出入時の運搬用仮設レールや干渉物（コンクリー

ト壁）など、200リットルドラム缶に換算して約110本と推定される。

これらの廃棄物は、既設の廃棄物保管庫およびＡ蒸気発生器保管庫内に

保管する。

６ 予想被ばく線量

約 ０．２１ 人・シーベルト

（参考）

原子炉容器上部ふた取替工事計画経緯

関西電力株式会社は、県および大飯町（当時）に安全協 Ｈ17．１．11
定に基づく「事前了解願い」を提出

県および大飯町（当時）は、国への手続きについて了 Ｈ17．４．８
承。関西電力株式会社は、国に原子炉設置変更許可申請

関西電力株式会社は、国に原子炉設置変更許可申請の一 Ｈ17．７．29
部補正を実施

経済産業省は、関西電力株式会社に対し、原子炉設置変 Ｈ17．10．14
更許可

県および大飯町（当時）は、関西電力株式会社に対し、 Ｈ17．11．７
安全協定に基づき事前了解



（１／２）

上部ｷｬﾉﾋﾟｰｼｰﾙの例
ｷｬｯﾌﾟ

ｷｬﾉﾋﾟｰｼｰﾙ

図－１　原子炉容器上部ふた取替工事

取替工事概略図

【原子炉容器概要図】

【管台の配置及び本数】

（参考）　　原子炉容器上部ふた管台からの1次冷却材漏えい事象

上部ふた上部ふた管台

：主な改良点
取替後

キャノピーシール構造の廃止

管台母材及び
溶接金属材料変更
600系ﾆｯｹﾙ基合金

　→690系ﾆｯｹﾙ基合金

　大飯発電所３号機　第10回定期検査中の平成１６年５月、原子炉容器上部ふたの外観目視点検
において、制御棒駆動装置取付管台１箇所で１次冷却材の漏えい跡が確認された。
　原因調査の結果、管台溶接部の表面仕上げが不十分であったことに起因して発生した応力腐食
割れを起点として、１次冷却材中環境下において溶接金属内を応力腐食割れが進展し、貫通に
至ったことにより、漏えいが発生したものと推定された。

取替前

溶接部形状変更

開先角度を15ﾟから
5ﾟに変更し溶接金
属量を減らすことに
より入熱量を低減

現状１５° (今回)
　5°

　大飯発電所３号機の原子炉容器上部ふた管台からの１次冷却材漏えい事象を踏まえ、長
期的な設備信頼性維持を図るため、材質を変更するなど改良を施した新しい上部ふたに取替
える。
　旧上部ふたについては、既設のＡ蒸気発生器保管庫内に保管する。

工事概要

：溶接線 一体鍛造上部ふたの採用（溶接線なし）
材質は、取替前後とも低合金鋼

旧 新

制御棒駆動装置 53 53

炉内熱電対（温度計測用） 4 4

水位計 1 1

空気抜き 1 1

予　　備 11 8

合　　計 70 67
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ＳＧ：蒸気発生器
ＶＨ：原子炉容器上部ふた

   取替後の４号機旧上部ふたについては、A蒸気発生器保管庫内に旧１号機蒸
気発生器とともに保管する。

発電所全体配置図

（断面図）

１号機
ＳＧ

１号機
 ＳＧ

１号機
ＳＧ

１号機
 ＳＧ

３号機
 ＶＨ

０ ５ １０ｍ

　（平面図）

旧上部ふたを専用の容器に入れ保管

４号機　ＶＨ

Ａ蒸気発生器保管庫 原子炉補助建屋からの搬出

原子炉容器

原子炉格納容器

原子炉補助建屋

機器搬入

原子炉
補助建屋
機器搬入口
［拡幅］

屋外

仮設レール

専用容器に入れた
旧上部ふた



　国内外ＰＷＲプラントでの応力腐食割れ事例を踏まえ、６００系ニッケル基合金が使用されている原子炉容器冷却材出
口管台、蒸気発生器１次冷却材出入口管台、加圧器の逃がし弁管台および安全弁管台の溶接部について、外観目視
点検や超音波探傷検査を実施する。

点検概要

図－２　　原子炉容器管台溶接部等の応力腐食割れに係る点検

概略系統図

【原子炉容器概略図】

冷却材
入口管台

冷却材
出口管台

燃料
集合体

炉内計装筒管台

給水

蒸気
タービンへ

原子炉容器
冷却材
ポンプ

Ｃ蒸気発生器
冷却材出口管台の点検概要

溶接部
（６００系ニッケル基合金）

冷却材出口管台
（低合金鋼）

：溶接線

配管
（ステンレス）

・超音波探傷検査
・目視点検

溶接部
（６００系ニッケル基合金）

配管
（ステンレス）

冷却材出口管台（低合金鋼）

原子炉容器
Ｃ冷却材出口管台の点検概要

【加圧器(上部）概略図】

安全弁管台

逃がし弁管台

スプレ弁管台

加圧器
逃がし弁管台の点検概要

(Ａ管台：超音波探傷検査)

(目視点検)

加圧器逃がし弁管台（低合金鋼）

溶接部
（６００系ニッケル基合金）

配管
（ステンレス）

：溶接線

・目視点検

・目視点検

【管台点検箇所】

◎　：　今回定期検査で実施
●　：　点検実施済み
－　：　点検対象外
＝　：　超音波探傷検査実施済みのため点検対象外
※　：　今回の原子炉容器上部ふたの取替えにより、今後点検対象外となる

外観目視点検
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図－３　２次系配管の点検等

点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

○過去の点検結果から減肉が確認された部位７箇所、配管取替え時の作業性を考慮して６箇所、今後の保
守性を考慮して５５箇所、合計６８箇所の配管を炭素鋼から耐食性の優れたステンレス鋼もしくは低合金鋼
の配管に取り替える。

取替概要

系統別概略図

【取替理由】

復水系統

給水系統

主蒸気系統

ドレン系統

：主な配管取替箇所

※：その他部位の未点検部位５０１箇所のうち、４４６箇所を点検、５５箇所を取り替えることから、点検実施後は
　　未点検部位は０となる。

① 余寿命５年未満で減肉が確認された
　　ため取り替える（１箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 １箇所
 
② 余寿命５年以上であるが減肉が
　  確認されたため取り替える（６箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  ５箇所
　　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 　　  １箇所

③  配管の保守性を考慮して取り替える
　　（５５箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 　　　　５５箇所

④配管取替による作業性を考慮して
　　取り替える（６箇所）
　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼     　６箇所
　
　　　　　　　　　　（合計６８箇所）

蒸
気
発
生
器

Ｇ

発電機

復水器

低圧タービン
高圧
タービン

復水ポンプ

高圧給水
加熱器

給水ポンプ

給水ブースタ
ポンプ

第１～４低圧給水加熱器

脱気器タンク

脱気器

湿分分離加熱器

② ④

①

点検未実施部位は、前回定期検査終了時ではその他部位で５０７箇所であったが、平成１９年３月２２日に改
正された「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき点検対象部位を抽出した結果、主要点検部位で３９３箇所追
加し、その他部位では６箇所が減少となった。

今定期検査において、合計１，４３５箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施する。
　　＜超音波検査（肉厚測定）：１，３８８箇所、内面目視点検：４７箇所＞

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく内面目視点検
　　高圧排気管の直管部４７箇所について、配管内面から目視点検を実施する。
　　その結果、配管内面に減肉が認められれば、超音波検査（肉厚測定）を実施する。

 

点検済部位 未点検部位

主要点検部位 1,423 393 502 393 0

その他部位 1,892 501 47 446 0

合　計 3,315 894 0

今回点検実施後の
点検未実施部位

今回点検実施部位

1,388

「２次系配管肉厚の
管理指針」の
点検対象部位

今回点検開始時点での
点検未実施部位

※

③

②



  

 

別 紙 

 

 

大飯発電所４号機 第１１回定期検査の作業工程 
 

 

平成１９年５月６日から約４ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施します。 

                             

                               （平成１９年４月２７日現在） 

総合負荷性能検査

（８月中旬予定）

燃料取出

平成１９年５月 平成１９年８月平成１９年７月平成１９年６月

主

要

工

程

タービンバランシング

：主要作業予定

：その他作業予定

解　　列

（５／６予定）

出力上昇試験

蒸気発生器伝熱管渦流探傷検査

並　　　列　※

（７月下旬予定）

２次系配管点検および取替

燃料装荷

起動前弁点検

起動試験

１次冷却材系統

漏えい検査

原子炉容器開放

原子炉容器上部ふた取替工事

起動試験

原子炉容器組立

１次冷却材系統降温

 
 

 
※タービンバランシング作業の状況より、調整運転の開始時期が前後します。 


